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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
所定媒体から画像情報を読み取る画像読取装置であって、
　プリンタと接続関係にあるか否かを判別するためにプリンタと通信する通信手段と、
　上記プリンタの動作、及び当該画像読取装置の読取動作に対する指示を行うための操作
手段と、
　上記プリンタが接続関係にあるか否かを判別する、又は上記通信手段により接続関係に
あるプリンタによるプリントアウトが可能であるか否かを判別する判別手段と、
　上記判別手段の判別結果に基づいて、上記操作手段の機能を、上記プリンタに対する動
作指示を行うための手段としての機能と、当該画像読取装置の読取動作指示を行うための
手段としての機能とで切り換える切換手段とを備えることを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
上記プリンタに対する動作指示は、プリントアウトの紙サイズ指示を含み、上記読取動作
指示は、画像読取領域のサイズ指示を含むことを特徴とする請求項１記載の画像読取装置
。
【請求項３】
上記画像情報を画面表示する表示手段を備えることを特徴とする請求項１記載の画像読取
装置。
【請求項４】
複数の機器が通信可能に接続されてなる画像処理システムであって、
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　上記複数の機器のうち少なくとも１つの機器は、請求項１乃至３の何れかに記載の画像
読取装置の機能を有することを特徴とする画像処理システム。
【請求項５】
プリンタと接続関係にあるか否かを判別するためにプリンタと通信する通信手段と、
　上記プリンタの動作、及び所定媒体から画像情報を読み取る読取動作に対する指示を行
うための操作手段とを有する画像読取装置の動作制御方法であって、
　上記プリンタが接続関係にあるか否か、又は接続関係にあるプリンタによるプリントア
ウトが可能であるか否かを判別する判別ステップと、
　上記判別ステップの判別結果に基づいて、操作部の機能を、上記プリンタに対する動作
指示を行うための機能と、上記画像読取装置の読取動作指示を行うための機能とで切り換
える切換ステップと、
　上記切換ステップにより機能が切り換えられた操作部の操作状態に基づいた動作制御を
行う制御ステップとを含むことを特徴とする動作制御方法。
【請求項６】
上記プリンタに対する動作指示は、プリントアウトの紙サイズ指示を含み、
　上記読取動作指示は、画像読取領域のサイズ指示を含むことを特徴とする請求項５記載
の動作制御方法。
【請求項７】
上記画像情報を表示部により画面表示する表示ステップを含むことを特徴とする請求項５
記載の動作制御方法。
【請求項８】
請求項５乃至７の何れか１項に記載の動作制御方法の処理ステップを、コンピュータに実
行させることを特徴とするプログラムを記憶した、コンピュータが読み取り可能な記憶媒
体。
【請求項９】
所定媒体から画像情報を読み取る画像読取装置であって、
　プリンタと接続関係にあるか否か判別するためにプリンタと通信する通信手段と、
　上記プリンタの動作、及び上記画像読取装置の読取動作に対する指示を行うための操作
手段と、
　上記通信手段の通信によりプリンタからの応答がある場合、プリンタによるプリントア
ウトが可能であることを判別する判別手段と、
　上記判別手段によりプリントアウトが可能であることを判別した場合、上記操作手段の
操作部の機能をプリンタ設定用に切り換える手段とを有し、
　上記操作部でのプリント設定に応じて所定媒体から読み取った画像情報のプリントアウ
トを上記プリンタに行わせることを特徴とする画像読取装置。
【請求項１０】
プリンタと接続関係にあるか否か判別するためにプリンタと通信する通信手段と、
　上記プリンタの動作、及び画像読取装置の読取動作に対する指示を行うための操作手段
とを有する画像読取装置の動作制御方法であって、
　上記通信手段の通信によりプリンタからの応答がある場合、プリンタによるプリントア
ウトが可能であることを判別する判別ステップと、
　上記判別ステップによりプリントアウトが可能であることを判別した場合、上記操作手
段の操作部の機能をプリンタ設定用に切り換えるステップとを含み、
　上記操作部でのプリント設定に応じて所定媒体から読み取った画像情報のプリントアウ
トを上記プリンタに行わせることを特徴とする動作制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、紙媒体やマイクロフィルム等から読み取った画像情報を、プリンタや
パーソナルコンピュータ等の接続機器に対して出力する画像読取装置、画像処理システム
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、動作制御方法、及びそれを実施するための処理ステップをコンピュータが読出可能に格
納した記憶媒体に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より例えば、画像読取装置としてのスキャナを、プリンタやパーソナルコンピュータ
（パソコン）に接続することで、スキャナにて得られた原稿等の画像情報を、パソコンに
て画面表示したり、プリンタにてプリントアウトすることが多く行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述したような従来の画像読取装置は、一般に、パソコンからの指示によ
って動作するものであった。すなわち、従来の画像読取装置は、受動的なものであり、画
像情報の読取及び出力のための様々な設定（スキャン領域の指定やプリントアウトのため
の種々の設定等）は、パソコン側からしか行うことができなかった。
このため、例えば、使用者は、画像読取装置にて原稿をセットし、その後、パソコンでの
操作によって所望する画像情報を得て、それをプリントアウトし、次の原稿の読み取り及
び出力のために、再び画像読取装置にて次の原稿をセットする、という作業が必要であっ
た。このように、従来では、画像読取装置の設置場所と、パソコンの設置場所との間を行
き来しながら、原稿等の画像情報読み取り及び出力のための操作を行う必要があった。こ
れは、労力や作業効率等の面から見ても決して効率良いとは言えない。
【０００４】
　そこで、本発明は、上記の欠点を除去するために成されたもので、操作性の向上を図る
ことを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　斯かる目的化において、本発明は、所定媒体から画像情報を読み取る画像読取装置であ
って、プリンタと接続関係にあるか否かを判別するためにプリンタと通信する通信手段と
、上記プリンタの動作、及び当該画像読取装置の読取動作に対する指示を行うための操作
手段と、上記プリンタが接続関係にあるか否かを判別する、又は上記通信手段により接続
関係にあるプリンタによるプリントアウトが可能であるか否かを判別する判別手段と、上
記判別手段の判別結果に基づいて、上記操作手段の機能を、上記プリンタに対する動作指
示を行うための手段としての機能と、当該画像読取装置の読取動作指示を行うための手段
としての機能とで切り換える切換手段とを備えることを特徴とする。
【０００６】
　また、本発明は、所定媒体から画像情報を読み取る画像読取装置であって、プリンタと
接続関係にあるか否か判別するためにプリンタと通信する通信手段と、上記プリンタの動
作、及び上記画像読取装置の読取動作に対する指示を行うための操作手段と、上記通信手
段の通信によりプリンタからの応答がある場合、プリンタによるプリントアウトが可能で
あることを判別する判別手段と、上記判別手段によりプリントアウトが可能であることを
判別した場合、上記操作手段の操作部の機能をプリンタ設定用に切り換える手段とを有し
、上記操作部でのプリント設定に応じて所定媒体から読み取った画像情報のプリントアウ
トを上記プリンタに行わせることを特徴とする。
　また、本発明は、画像処理システム、動作制御方法及び記憶媒体としてもよい。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
【００１８】
（第１の実施の形態）
本発明は、例えば、図１に示すような画像読取装置１００に適用される。
この画像読取装置１００は、上記図１に示すように、セットされた原稿をイメージセンサ
１１１によってスキャンすることで該原稿上の画像情報を取得するスキャナユニット１１
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０と、スキャナユニット１１０の駆動部１２０と、スキャナユニット１１０にて得られた
画像情報に対して階調変換や画像合成等の画像処理を行う画像処理部１３０と、画像処理
部１３０での画像処理後の画像情報が記憶されるイメージメモリ１４０と、画像読取装置
１００本体に接続可能なホストコンピュータ（パソコン）２００及びプリンタ３００と通
信するための通信部１５０と、画像情報読み取りのための様々な設定を行うための操作部
（オペレーションパネル）１６０と、画像読取装置１００全体の動作制御を司るＣＰＵ１
７０とを含む構成としている。
【００１９】
上述のような画像読取装置１００は、ホストコンピュータ２００からの指示によっても、
操作部１６０からの指示によっても、その指示に基づいた動作が可能なようになされてい
る。
特に、操作部１６０は、プリンタ３００の接続状態又は電源状態に応じて、プリンタ用の
操作部としての機能と、スキャナ用の操作部としての機能とで自動的に切換可能なように
なされている。このような操作部１６０の構成が、本実施の形態の最も特徴とする構成と
している。
【００２０】
ここでの操作部１６０は、例えば、図２に示すように、紙サイズ又はスキャン領域サイズ
を指定するためのサイズ指定部１６１と、サイズ指定部１６１でのサイズを選択決定する
ためのボタン１６２とが設けられている。
【００２１】
サイズ指定部１６１は、「Ａ３」、「Ａ４」、「Ａ４－Ｒ」、「Ｂ４」、及び「Ｂ５」の
各サイズが、ボタン１６２によって選択可能なようになされている。例えば、ボタン１６
２によって「Ａ３」が選択決定されると、そのＬＥＤ（”○”部分）が点灯するようにな
されている。
したがって、ここでは、サイズ指定部１６１の機能が、プリンタ３００の接続状態又は電
源状態に基づいて、画像読取装置１００でのスキャナ領域の定型サイズの指定機能と、プ
リンタ３００でのプリントアウトする紙サイズの指定機能とで、自動的に切り換わること
になる。
【００２２】
そこで、操作部１６０の上記の構成を実現するために、ＣＰＵ１７０は、例えば、図３に
示すように、通信部１５０を介してプリンタ３００の接続状態又は電源ＯＮ／ＯＦＦ状態
を検出するプリンタステータス検出部１７１と、プリンタステータス検出部１７１での検
出結果に基づいて操作部１６１の機能を切り換えるための制御を行う機能切換制御部１７
２とを含んでいる。
そして、ＣＰＵ１７０は、予め設定された動作モードに従って、例えば、図４、及び図６
～図８に示すフローチャートに従った処理プログラムを実行する。これにより、画像読取
装置１００は、次のように動作する。
【００２３】
尚、上記図１の点線にて示す”表示部１８０、及び上記図２の”１６３”にて示す部分に
ついては後述する。
また、ここでの上記動作モードの設定は、例えば、操作部１６０での図示していない設定
スイッチから設定可能であるように構成してもよいし、ホストコンピュータ２００から設
定可能であるように構成してもよい。
【００２４】
（１）プリンタステータスの設定処理：図４参照
【００２５】
先ず、ＣＰＵ１７０は、通信部１５０によるプリンタ３００との通信に対する初期化処理
を行う（ステップＳ４０１）。
そして、ＣＰＵ１７０は、通信部１５０を介してプリンタ３００から応答があったか否か
を判別する（ステップＳ４０２）。
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ステップＳ４０２の判別の結果、プリンタ３００から応答がなかった場合、ＣＰＵ１７０
は、内部タイマ（図示せず）により所定時間経過したか否か（タイムアウトとなったか否
か）を判別し（ステップＳ４０３）、所定時間経過後に、再度プリンタ３００から応答が
あったか否かを判別する（ステップＳ４０２）。
【００２６】
ステップＳ４０２の判別の結果、プリンタ３００から応答があった場合、ＣＰＵ１７０は
、通信部１５０を介してプリンタ３００と通信する（ステップＳ４０４）。
ＣＰＵ１７０は、ステップＳ４０４での通信の結果、通信エラーが発生したか否かを判別
する（ステップＳ４０５）。
ステップＳ４０５の判別の結果、通信エラーが発生した場合、ＣＰＵ１７０は、ステップ
Ｓ４０１に戻り、再度プリンタ３００との通信に対する初期化処理を行い、以降の処理ス
テップを繰り返し実行する。
【００２７】
ステップＳ４０５の判別の結果、通信エラーが発生していない場合、ＣＰＵ１７０は、プ
リンタ３００でのプリントアウトが可能であるか否かを判別する（ステップＳ４０６）。
ステップＳ４０６の判別の結果、プリント可能であった場合、ＣＰＵ１７０は、プリンタ
ステータスフラグＰｆを、プリンタ３００がレディ状態であることを示す「Ｒｅａｄｙ」
に設定する（ステップＳ４０７）。したがって、例えば、図４（Ａ）に示すように、画像
読取装置１００本体にプリンタ３００が接続され、互いに通信可能状態であるときには、
プリンタステータスフラグＰｆが「Ｒｅａｄｙ」に設定される。
一方、ステップＳ４０６の判別の結果、プリント可能でなかった場合、ＣＰＵ１７０は、
プリンタステータスフラグＰｆを、プリンタ３００がレディ状態でないことを示す「Ｎｏ
ｔ　ｒｅａｄｙ」に設定する（ステップＳ４０８）。したがって、例えば、上記図４（Ｂ
）に示すように、画像読取装置１００本体にホストコンピュータ２００が接続され、プリ
ンタ３００とは接続されていないときには、プリンタステータスフラグＰｆが「Ｎｏｔ　
ｒｅａｄｙ」に設定される。
上記のステップＳ４０８及びＳ４０９で設定されるプリンタステータスフラグＰｆは、後
述するプリンタステータス検出部１７１によって参照される。
【００２８】
（２）動作モードが自動切換モードに設定されていた場合：図６参照
【００２９】
先ず、プリンタステータス検出部１７１は、上述したプリンタステータス設定処理（上記
図４参照）におけるプリンタステータスフラグＰｆを参照することで、現在プリンタ３０
０がレディ状態（Ｐｆ＝Ｒｅａｄｙ）であるか否かを判別する（ステップＳ４１１）。
【００３０】
ステップＳ４１１の判別の結果、プリンタ３００がレディ状態である場合、機能切換制御
部１７２は、操作部１６０がプリンタ用の操作部として機能するように制御する（ステッ
プＳ４１２）。すなわち、機能切換制御部１７２は、操作部１６０から行われた各種の指
示をプリンタ３００に対する動作指示とて受け、その指示に従った動作を行うように、プ
リンタ３００への動作指示を行う。これにより、例えば、操作部１６０のサイズ指定部１
６１にて「Ａ３」が選択決定されると（上記図２参照）、プリンタ３００では、紙サイズ
Ａ３でのプリントアウトが行われる。
【００３１】
一方、ステップＳ４１１の判別の結果、プリンタ３００がレディ状態でない場合、機能切
換制御部１７２は、操作部１６０がスキャナ用の操作部として機能するように制御する（
ステップＳ４１３）。すなわち、機能切換制御部１７２は、操作部１６０から行われた各
種の指示を画像読取装置１００に対する動作指示とて受け、その指示に従った動作を行う
ように、画像処理装置１００内の各部への動作指示を行う。これにより、例えば、操作部
１６０のサイズ指定部１６１にて「Ａ３」が選択決定されると（上記図２参照）、スキャ
ナユニット１１０では、スキャナ領域サイズＡ３でのスキャン動作が行われ、そのサイズ



(6) JP 4330692 B2 2009.9.16

10

20

30

40

50

での画像情報が取り込まれる。
【００３２】
（３）動作モードが手動切換モードに設定されていた場合－１：図７参照
【００３３】
先ず、プリンタステータス検出部１７１は、操作部１６０がプリンタ用の操作部として機
能するように指示するための設定がなされているか否かを判別する（ステップＳ４２１）
。
尚、このときの操作部１６０の機能指定のための設定は、例えば、操作部１６０での図示
していない設定スイッチから設定可能であるように構成してもよいし、ホストコンピュー
タ２００から設定可能であるように構成してもよい。
【００３４】
ステップＳ４２１の判別の結果、プリンタ３００がレディ状態である場合、機能切換制御
部１７２は、上述したステップＳ４１２と同様に、操作部１６０がプリンタ用の操作部と
して機能するように制御する（ステップＳ４２２）。
【００３５】
一方、ステップＳ４２１の判別の結果、プリンタ３００がレディ状態でない場合、機能切
換制御部１７２は、上述したステップＳ４１３と同様に、操作部１６０がスキャナ用の操
作部として機能するように制御する（ステップＳ４２３）。
【００３６】
（４）動作モードが手動切換モードに設定されていた場合－２：図８参照
【００３７】
先ず、プリンタステータス検出部１７１は、上述したステップＳ４２１と同様にして、操
作部１６０がプリンタ用の操作部として機能するように指示するための設定がなされてい
るか否かを判別する（ステップＳ４３１）。
【００３８】
ステップＳ４３１の判別の結果、プリンタ３００がレディ状態である場合、機能切換制御
部１７２は、上述したステップＳ４２２と同様に、操作部１６０がプリンタ用の操作部と
して機能するように制御する（ステップＳ４３２）。
そして、プリンタステータス検出部１７１は、操作部１６０の機能の切り換えがあったか
否かのチェックを行う（ステップＳ４３３）。このチェックの結果、切り換えがあった場
合のみ、ステップＳ４３１へ戻り、以降の処理ステップを実行する。切り換えがなかった
場合には、ステップＳ４３２へ戻り、そのまま操作部１６０がプリンタ用の操作部として
機能するための制御の処理ステップ（ステップＳ４３２）を実行する。
【００３９】
一方、ステップＳ４３１の判別の結果、プリンタ３００がレディ状態でない場合、機能切
換制御部１７２は、上述したステップＳ４２３と同様に、操作部１６０がスキャナ用の操
作部として機能するように制御する（ステップＳ４３４）。
そして、プリンタステータス検出部１７１は、操作部１６０の機能の切り換えがあったか
否かのチェックを行う（ステップＳ４３５）。このチェックの結果、切り換えがあった場
合のみ、ステップＳ４３１へ戻り、以降の処理ステップを実行する。切り換えがなかった
場合には、そのまま操作部１６０がスキャナ用の操作部として機能するための制御の処理
ステップ（ステップＳ４３４）を実行する。
【００４０】
上述のように、本実施の形態では、画像読取装置１００本体に操作部１６０を設けると共
に、この操作部１６０の機能を、プリンタ３００の接続状態又は電源状態に応じて自動的
に切り換え可能なように構成したので、画像情報読み取りのための様々な操作、及びプリ
ンタ３００でのプリントアウトのための操作を、画像読取装置１００本体の操作部１６０
で行うことができる。すなわち、１つの操作部１６０に対して、本装置１００の操作部と
しての機能と、プリンタ３００の操作部としての機能とを持たせ、これらの機能を、プリ
ンタ３００の接続状態（又は電源のＯＮ／ＯＦＦ状態）に応じて切り換えるように構成し
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たので、装置構成を簡略化することができ、画像情報の読取及び出力等のための様々な操
作を全て、画像読取装置１００の設置場所にて行うことができる。
また、プリンタ３００がプリンタ３００がレディ状態であるとき、自動切換モードによっ
て操作部１６０がプリンタ用の操作部として機能するように自動的に切り換えられた場合
でも、必要に応じて、動作モードを手動切換モードに切り換えることで、操作部１６０を
スキャナ用の操作部として機能させることができる。
したがって、本実施の形態によれば、従来のように画像読取装置とパソコン間で行き来す
ることなく、画像読取装置の設置場所のみで様々な処理のための操作を行うことができる
。このため、使用者は、無駄な労力を費やすことなく、効率的に、画像読取及び出力の作
業を行うことができる。
【００４１】
尚、上述した第１の実施の形態において、例えば、上記図１の点線部分に示すように、ス
キャナユニット１１０にて得られた画像情報を表示する表示部１８０をさらに設けるよう
にしてもよい。これにより、画像読取装置１００の設置場所で、スキャナユニット１１０
にて読み取られた画像情報を確認することができ、その確認を行いながら、操作部１６０
でのスキャン領域サイズの選択決定等を行うことができる。
また、例えば、上記図２の”１６３”に示す、スキャン領域サイズとして任意のサイズ指
定が可能なトリミングキーを設けるようにしてもよい。これにより、「Ａ３」や「Ａ４」
等の定型サイズではなく、任意のサイズでのスキャン領域を指定することができ、これを
プリントアウトすることもできる。
【００４２】
（第２の実施の形態）
本実施の形態は、上述した第１の実施の形態での構成を、例えば、マイクロフィルムの画
像情報を読み取って出力する、図９に示すようなマイクロフィルムスキャナ６００に適用
する。
尚、上記図９のマイクロフィルムスキャナ６００において、上記図１の画像読取装置１０
０と同様に機能する箇所には同じ符号を付し、その詳細な説明は省略する。
【００４３】
まず、マイクロフィルムスキャナ６００は、上記図９に示すように、スクリーン（リーダ
スクリーン）１８１を有する表示部１８０と、操作部１６０と、ロールフィルムキャリア
６１０とを備えており、接続機器としての上記図１に示したようなホストコンピュータ２
００やプリンタ３００が接続可能なように構成されている。
【００４４】
マイクロフィルムスキャナ６００の内部構成は、上記図１に示したような構成（表示部１
８０を更に加えた構成）と同様の構成としており、この構成によって、上述したように、
本体に装着された操作部１６０の機能が、本体に接続可能なプリンタの接続状態（又は電
源状態）に応じて、プリンタ用の操作部としての機能と、スキャナ用の操作部としての機
能とで自動的に切換可能なようになされている。
【００４５】
操作部１６０は、図１０に示すように、上述したサイズ指定部１６１及びボタン１６２と
、スキャン領域を指定する方法を指定するためのスキャン領域指定部１６５と、スキャン
領域指定部１６５でのスキャン領域指定方法を選択決定するためのボタン１６６とを含む
構成としている。
スキャン領域指定部１６５は、「エリア」、「オートサイズ」、「オートサイズ枠あり」
の各スキャン領域指定方法が、ボタン１６２によって選択可能なようになされている。例
えば、ボタン１６６によって「エリア」が選択決定されると、そのＬＥＤ（”○”部分）
が点灯するようになされている。
【００４６】
表示部１８０のスクリーン１８１には、次のような構成によって、フィルム上の画像が投
影されるようになされている。
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【００４７】
例えば、図１１に示すように、先ず、フィルムキャリア６１０の画像コマ自動検索機能に
より、ロールマイクロフィルムＦの所望の画像コマ部分（以下、「対象画像コマ部分」と
言う）が、投影位置である投影ガラス部分Ａに位置される。ここでのロールマイクロフィ
ルムＦとしては、図１２（ａ）～（ｃ）に示すようなフィルムが使用可能となっている。
投影ガラス部分Ａに位置された対象画像コマ部分は、投影ガラス部分Ａの下側に設けられ
た光源ランプ１４、球面ミラー１４ａ、及びコンデンサレンズ１５等を含む照明系によっ
て、下面側から照明される。
対象画像コマ部分を透過した照明光は、投影レンズ１６、プリズムレンズ１８、固定のミ
ラー４１～４４を含むリーダ部光学系によって、リーダスクリーン（光拡散板）１８１の
裏面に対して、所定の倍率で拡大結像投影される。
したがって、対象画像コマ部分の画像（マイクロイメージ）を拡大画像として、リーダス
クリーン１８１の表面側から閲覧することができる。
【００４８】
一方、スキャナユニット１１０上にはイメージセンサ４８が配置されており、このスキャ
ナユニット１１０は、ベルト８２に装着されている。また、このベルト８２は、モータ８
１の駆動に従って、ｅ－ｆ方向に移動するようになされている。そして、上述のような対
象画像コマ部分のリーダスクリーン１８１への投影動作（リーダモード）時には、スキャ
ナユニット１１０は、ベルト８２及びモータ８１により、上述したリーダスクリーン１８
１への光路から待避した位置に保持されるようになされている。
そして、リーダスクリーン１８１に拡大投影されたマイクロイメージをスキャンする動作
モード（スキャンモード）時には、操作部１６０等からのスキャン指示により、モータ８
１が駆動され、モータ８１に接続されているベルト８２がｅ－ｆ方向に移動する。これに
より、スキャナユニット１１０は、上記光路に進入するｅ－ｆ方向に移動され、画像光が
走査されることになる。
【００４９】
上述のようなマイクロフィルムスキャナ６００において、上記図３に示した構成によって
上記図４、及び図６～図８の処理が実行されると、まず、プリンタがレディ状態である場
合、操作部１６０は、プリンタ用の操作部として機能することになる。すなわち、図１３
に示すように、サイズ指定部１６１及びボタン１６２がプリントアウトする紙サイズ（給
紙サイズ）を指定するための操作部として機能する。
また、プリンタがレディ状態でない場合、操作部１６０は、スキャナ用の操作部として機
能することになる。すなわち、図１４に示すように、スキャン領域指定部１６５及びボタ
ン１６６と共に、サイズ指定部１６１及びボタン１６２が、スキャン領域指定のための操
作部として機能する。
【００５０】
上述のように、本実施の形態では、リーダスクリーン１８１を有するマイクロフィルムス
キャナ６００に対して、上述した第１の実施の形態での構成を適用することで、画像情報
の読取及び出力のための様々な設定を、マイクロフィルムスキャナ６００の設置場所にて
行うことができるようにした。これにより、上述した第１の実施の形態と同様に、リーダ
スクリーン１８１にて各画像コマ部分のマイクロイメージを確認しながら、スキャン及び
その出力等のための様々な操作を、マイクロフィルムスキャナ６００の設置場所にて行う
ことができる。特に、マイクロフィルムでは、フィルムを交換しながら各画像コマ部分を
読み取る作業等が多く行われるが、このとき、フィルム交換の度に、パソコンとフィルム
スキャナ間を行き来する必要はなく、フィルムスキャナの設置場所で、フィルム交換、フ
ィルム上の画像の確認、及び画像読取や出力等のための様々な操作を全て行うことができ
るため、さらなる操作性の向上を図ることができる。
【００５１】
尚、上述した第２の実施の形態において、例えば、図１５に示すように、表示部１８０（
リーダスクリーン１８１）へ画像コマ部分を投影する際の基準位置を指定するための投影
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位置指定部１６７と、投影位置指定部１６７での投影基準位置を選択決定するためのボタ
ン１６８と、対象フィルムが図１６に示すようなネガフィルムであるかポジフィルムであ
るか等を指定するためのフィルム指定部１６９と、フィルム指定部１６９でのフィルム種
類を選択決定するためのボタン１７０とを、操作部１６０に設けるようにしてもよい。
具体的には、投影位置指定部１６７は、「センタ」、「左基準」、「連写」の各投影基準
位置が、ボタン１６８によって選択可能なようになされている。また、フィルム指定部１
６９は、「ポジ」、「ネガ」、「オート」の各フィルムが、ボタン１７０によって選択可
能なようになされている。
これにより、例えば、プリンタがレディ状態でないことにより操作部１６０がスキャナ用
の操作部として機能する場合において、図１７に示すように、フィルムとして「ネガフィ
ルム」が選択され、投影基準位置として「左基準」が選択され、スキャン領域サイズとし
て定型の「Ａ４」が選択されると、図１８（ａ）に示すように、フィルムの各画像コマが
左基準でＡ４サイズでリーダスクリーン１８１に投影される。また、図１９に示すように
、フィルムとして「ポジフィルム」が選択され、投影基準位置として「センタ」が選択さ
れ、スキャン領域サイズとして定型の「Ａ３」が選択されると、上記図１８（ｂ）に示す
ように、フィルムの各画像コマがセンタ（中央）基準でＡ３サイズでリーダスクリーン１
８１に投影される。さらに、投影基準位置として「連写」が選択された場合には、上記図
１８（ｃ）に示すように、フィルムの各画像コマが連写してリーダスクリーン１８１に投
影される。さらにまた、フィルムとして「ネガフィルム」が選択された場合には、本装置
が自動的にフィルム種類を判別して、その結果に応じた投影が行われる。
【００５２】
　また、本発明の目的は、上述した各実施の形態のホスト及び端末の機能を実現するソフ
トウェアのプログラムコードを記憶した記憶媒体を、システム或いは装置に供給し、その
システム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプロ
グラムコードを読みだして実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が各実施の形態の機能を実
現することとなり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は各発明を構成することと
なる。
　プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、ＲＯＭ、フロッピー（登録商標
）ディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、
磁気テープ、不揮発性のメモリカード等を用いることができる。また、コンピュータが読
みだしたプログラムコードを実行することにより、各実施の形態の機能が実現されるだけ
でなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳ等が
実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって各実施の形態の機能が実現される場
合も含まれることは言うまでもない。
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された拡
張機能ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
た後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに
備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって各実施の形態の
機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
　以上説明したように上述した実施形態では、装置本体に操作手段を設け、該操作手段の
機能を、接続機器（プリンタ等）の接続状態、又は接続機器の状態（電源がＯＮされ動作
可能な状態にあるか否か等の状態）に基づいて、接続機器の操作手段としての機能と、本
装置の操作手段としての機能とで自動的に切り換わるように構成した。これにより、装置
構成を簡略化することができ、従来のように画像読取装置とパソコン間で行き来すること
なく、画像読取装置の設置場所のみで様々な処理のための操作を行うことができる。した
がって、使用者は、無駄な労力を費やすことなく、効率的に、画像読取及びプリント出力
等のための作業を行うことができる。
　また、画像情報を画面表示するように構成すれば、画像情報の確認を行いながら、操作
手段から様々な指示を行うことができる。
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　さらに、例えば、マイクロフィルムの各画像コマ部分の画像をスクリーンへ投影し、そ
の投影画像をスキャンして該画像情報を読み取るマイクロフィルムスキャナ本体に対して
、上記操作手段を設けるように構成すれば、特に、マイクロフィルムでは、フィルムを交
換しながら各画像コマ部分を読み取る作業等が多く行われるが、このとき、フィルム交換
の度に、パソコンとフィルムスキャナ間を行き来する必要はなく、マイクロフィルムスキ
ャナの設置場所で、フィルム交換、フィルム上の画像の確認、及び画像読取や出力等のた
めの様々な操作を全て行うことができる。
【００５３】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明によれば、操作性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態において、本発明を適用した画像読取装置の構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】上記画像読取装置本体に設けられている操作部を説明するための図である。
【図３】上記画像読取装置の最も特徴とする構成を説明するための図である。
【図４】上記画像読取装置の動作（プリンタステータスの設定）を説明するためのフロー
チャートである。
【図５】上記プリンタステータスの設定と、プリンタの接続状態との関係を説明するため
の図である。
【図６】上記画像読取装置の動作（操作部機能の自動切換）を説明するためのフローチャ
ートである。
【図７】上記画像読取装置の動作（操作部機能の手動切換１）を説明するためのフローチ
ャートである。
【図８】上記画像読取装置の動作（操作部機能の手動切換２）を説明するためのフローチ
ャートである。
【図９】第２の実施の形態において、本発明を適用したマイクロフィルムスキャナの構成
を説明するための図である。
【図１０】上記マイクロフィルムスキャナ本体に設けられている操作部を説明するための
図である。
【図１１】上記マイクロフィルムスキャナでのリーダモード及びスキャンモード時の動作
を説明するための図である。
【図１２】上記マイクロフィルムスキャナで用いられるフィルムの一例を説明するための
図である。
【図１３】上記操作部がプリンタ用の操作部として機能する場合を説明するための図であ
る。
【図１４】上記操作部がスキャナ用の操作部として機能する場合を説明するための図であ
る。
【図１５】上記操作部の他の構成の一例を説明するための図である。
【図１６】上記操作部において、フィルム種類の指定を説明するための図である。
【図１７】上記操作部の指定の結果、スクリーンに投影される画像の状態（例１）を説明
するための図である。
【図１８】上記操作部において、上記スクリーンでの画像の投影基準位置の指定を説明す
るための図である。
【図１９】上記操作部の指定の結果、スクリーンに投影される画像の状態（例２）を説明
するための図である。
【符号の説明】
１００　画像読取装置
１１０　スキャナユニット
１１１　イメージスキャナ
１２０　駆動部
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１３０　画像処理部
１４０　イメージメモリ
１５０　通信部
１６０　操作部
１７０　ＣＰＵ
１７１　プリンタステータス検出部
１７２　機能切換制御部
１８０　表示部
２００　ホストコンピュータ
３００　プリンタ

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】
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